
　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
が
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
が
、
県
民
・
事
業
者
・
医

療
関
係
者
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
第
五
波
を

乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
感
染
再
拡
大
の
リ
ス
ク
は
続
き
ま
す
。

マ
ス
ク
着
用
、
手
洗
い
、「
密
」
の
回
避
な
ど
基
本
的

な
感
染
対
策
の
徹
底
を
引
き
続
き
お
願
い
し
ま
す
。

県
と
し
て
も
、
保
健
所
や
医
療
提
供
体
制
の
強
化
、

三
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
推
進
な
ど
、
対
策
に
万

全
を
期
し
ま
す
。

　

同
時
に
、「
ワ
ク
チ
ン
・
検
査
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
等
も

活
用
し
な
が
ら
、
飲
食
、
旅
行
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、

社
会
経
済
活
動
と
の
両
立
も
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
今
年
は
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
を
見
据
え

た
取
組
を
本
格
的
に
検
討
・
推
進
す
る
年
と
し
ま

す
。

　

そ
の
一
つ
は
、
時
代
の
潮
流
で
あ
る
デ
ジ
タ
ル
化

や
グ
リ
ー
ン
化
の
加
速
。
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
、
働
き

方
、
教
育
、
医
療
・
介
護
、
地
場
産
業
や
農
業
な
ど

様
々
な
分
野
で
取
り
入
れ
る
と
と
も
に
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
拡
大
や
水
素
の
利
活
用
な
ど
の

地
球
温
暖
化
対
策
に
力
を
入
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
少
子
高
齢
・
人
口
減
少
社
会
へ
の
対
応

や
、
頻
発
化
・
激
甚
化
す
る
自
然
災
害
へ
の
備
え
、

交
流
と
日
常
生
活
を
支
え
る
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

整
備
な
ど
、
す
べ
て
の
県
民
の
皆
様
が
安
心
し
て
、

育
ち
、
働
き
、
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
、
だ
れ
も
取
り

残
さ
な
い
兵
庫
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

大
き
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
持
つ
ベ
イ
エ
リ
ア
の
活

性
化
に
も
本
腰
を
入
れ
ま
す
。
二
〇
二
五
年
大
阪
・

関
西
万
博
は
、
兵
庫
に
人
・
モ
ノ
・
投
資
を
呼
び
込

む
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
更
な
る
発
展
の
起
爆
剤

と
す
べ
く
、
ベ
イ
エ
リ
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
起
動
、

万
博
の
来
場
者
を
県
内
各
地
へ
誘
う
フ
ィ
ー
ル
ド
パ

ビ
リ
オ
ン
の
具
体
化
な
ど
、
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

し
て
い
き
ま
す
。

　

も
と
よ
り
、
こ
う
し
た
取
組
は
行
政
だ
け
で
で
き

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
民
間
と
の
連
携
を
こ
れ

ま
で
以
上
に
広
げ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
私
自
身
が

県
内
各
地
で
地
域
の
皆
さ
ん
と
対
話
を
重
ね
、
地
域

の
課
題
や
ニ
ー
ズ
を
新
た
な
施
策
に
繋
げ
て
い
く
県

民
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
県
政
を
推
進
し
ま
す
。

　

「
躍
動
す
る
兵
庫
」
の
実
現
に
向
け
、
飛
躍
の
一

年
と
し
て
い
く
決
意
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

躍
動
す
る
兵
庫
、

コ
ロ
ナ
を
乗
り
越
え
未
来
へ

兵
庫
県
知
事

　

新
し
い
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
謹
ん
で
ご
挨
拶
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
秋
の
市
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
市
民
の
皆

様
か
ら
ご
信
任
を
賜
り
、
３
期
目
の
市
政
を
担
わ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
私
に
課
せ
ら
れ

た
責
任
の
重
さ
を
常
に
胸
に
抱
き
な
が
ら
、
市
民
の

み
な
さ
ま
か
ら
の
期
待
に
お
応
え
で
き
る
よ
う
、
全

力
を
尽
く
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
は
、
医

療
従
事
者
の
み
な
さ
ま
を
は
じ
め
、
多
く
の
事
業
者

や
市
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
こ
の

未
曽
有
の
危
機
に
対
処
し
て
き
ま
し
た
。
感
染
再
拡

大
に
備
え
る
た
め
に
、
医
療
提
供
体
制
と
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
体
制
の
確
保
に
努
め
、
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
安
全
か
つ
迅
速
に
進
め
る
と
と
も
に
、
コ
ロ
ナ
禍

で
大
き
な
影
響
を
受
け
た
市
民
や
事
業
者
に
対
す
る

き
め
細
か
な
支
援
を
展
開
す
る
な
ど
、
引
き
続
き
、

市
民
の
命
と
健
康
を
守
り
、
神
戸
経
済
を
回
復
さ
せ

る
こ
と
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

　

神
戸
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
も
、
ウ
イ
ル
ス
の

出
現
前
か
ら
の
課
題
で
あ
る
超
高
齢
社
会
、
東
京
一

極
集
中
は
も
ち
ろ
ん
、
と
り
わ
け
人
口
減
少
へ
の
対

応
に
、
強
い
決
意
と
覚
悟
を
も
っ
て
取
り
組
み
ま

す
。
都
心
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
の
再
整
備
を
着

実
に
進
め
、
拠
点
駅
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
こ

と
に
よ
っ
て
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
ま
す
。
同
時
に
、
神
戸
が
持
つ
豊
か
な

自
然
環
境
を
活
か
し
、
六
甲
山
上
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

構
想
や
里
山
の
保
全
・
活
用
を
進
め
、
若
い
世
代
が

集
い
、
住
ま
い
、
働
き
、
多
様
な
活
動
が
展
開
さ
れ

る
ま
ち
を
め
ざ
し
ま
す
。
ま
た
、
子
育
て
や
教
育
、

孤
独
・
孤
立
な
ど
各
種
施
策
の
充
実
を
図
る
と
と

も
に
、
世
代
を
超
え
て
市
民
が
お
互
い
に
助
け
合

う
、
人
に
や
さ
し
い
地
域
社
会
の
構
築
に
も
努
め
ま

す
。

　

神
戸
は
、
戦
災
や
災
害
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
な

ど
、
幾
多
の
困
難
を
市
民
の
力
で
乗
り
越
え
て
き
た

ま
ち
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
国
内
外
に
貢
献
し
、
市
民

が
誇
り
を
持
つ
神
戸
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
、『
海
と

山
が
育
む
グ
ロ
ー
バ
ル
貢
献
都
市
』
の
実
現
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
「
健
康
・
友
愛
・
奉

仕
」
を
理
念
と
す
る
活
動
は
、
超
高
齢
社
会
に
お
け

る
地
域
の
担
い
手
と
し
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も

の
で
あ
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
活
動
を
継
続

し
て
い
く
た
め
に
も
、
よ
り
良
い
取
り
組
み
を
一
緒

に
考
え
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
、
神
戸
市
政
に
対
し
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

末
筆
で
は
あ
り
ま
す
が
、
本
年
が
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
の
皆
様
に
と
っ
て
、
す
ば
ら
し
い
一
年
と

な
り
ま
す
こ
と
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

新
年
に
寄
せ
て

神
戸
市
長

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
さ
ん
、
新
し
い
年
を
健
や
か
に
お
迎
え

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
わ
が
国
の
65
歳
以
上
の
人
口
割
合
は
29
・

１
％
と
高
齢
化
は
急
速
に
進
行
し
て
い
ま
す
。

　

併
せ
て
「
人
生
100
年
時
代
」
と
言
わ
れ
て
い
る

今
日
、
昨
年
100
歳
以
上
の
高
齢
者
は
、
全
国
で
約

８
万
６
千
人
を
超
え
、
今
後
ま
す
ま
す
「
健
康
長
寿

社
会
」
の
実
現
を
目
指
す
取
り
組
み
は
重
要
で
あ
り

ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
増
加
す
る
高
齢
者
が
健

康
を
維
持
し
、
活
力
を
持
っ
て
地
域
社
会
に
貢
献

で
き
る
よ
う
な
体
制
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
「
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
」
を
三
大
目
標
と
す
る
老

人
ク
ラ
ブ
は
、
高
齢
者
の
地
域
活
動
に
不
可
欠
な
組

織
で
あ
り
、
そ
の
活
動
を
通
じ
て
、
高
齢
者
自
身
の

生
活
だ
け
で
な
く
、
地
域
社
会
を
豊
か
に
す
る
役
割

を
担
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
と
し
て
も
、
三
大
目
標

を
実
践
す
る
た
め
、
会
員
自
ら
が
健
康
の
維
持
・
増

進
に
努
め
、
仲
間
づ
く
り
、
生
き
が
い
づ
く
り
な
ど

の
活
動
や
会
員
同
士
の
見
守
り
活
動
な
ど
を
通
じ

て
、
互
い
に
手
を
携
え
な
が
ら
活
力
あ
る
地
域
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
２
年
間
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
に
伴
い
、
不
安
と
混
乱
の
社
会
状
況
下
に
あ

り
、
当
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
も
十
分
な
活
動
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

最
近
は
、
感
染
者
数
も
減
少
傾
向
に
は
あ
り
ま
す

が
、
新
た
な「
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
」
に
よ
る「
第
６
波
」

の
懸
念
も
あ
り
、
ま
だ
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
す
。

　

一
方
で
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
推
進
や
治
療
薬
の
開

発
な
ど
コ
ロ
ナ
終
息
に
向
け
た
取
り
組
み
が
加
速
し

て
い
ま
す
。

　
「
感
染
防
止
」
と
「
活
動
継
続
」
の
両
立
を
目
指

し
て
、
事
業
の
内
容
や
開
催
の
時
期
、
規
模
な
ど
柔

軟
に
工
夫
し
、
各
区
老
連
と
も
引
き
続
き
、
緊
密
に

連
携
を
図
り
、
フ
レ
イ
ル
予
防
の
観
点
か
ら
も
、
可

能
な
限
り
各
種
事
業
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
市
老
連
事

業
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、

改
め
て
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
手
指
の
消
毒
、
体
調
管

理
な
ど
、
引
き
続
き
感
染
防
止
対
策
の
徹
底
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
「
コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
、
元
気
に
！
」
を
合
言
葉

に
、
皆
さ
ん
と
共
に
、
健
康
で
安
全
で
安
心
な
「
健

康
長
寿
社
会
」
の
実
現
の
た
め
、
活
力
と
魅
力
を
感

じ
ら
れ
る
老
人
ク
ラ
ブ
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の
益
々
の
ご
健
勝

と
ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ神

戸
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

（
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
）

大
辻
正
忠

理
事
長
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神戸市老人クラブ連合会様と「かん
ぽの宿」は利用提携を行っています。

ぜひ、ご利用ください!
神戸市老人クラブ連合会会員1名様につき

1泊2食以上のプランご利用で

（同伴者は3名様まで割引）
1泊あたり500円割引!

兵庫県淡路市富島824  

☎0799-82-1073

近畿の

かんぽの宿 富田林
大阪府富田林市龍泉880-1
☎ 0721-33-0700

かんぽの宿 紀伊田辺
和歌山県田辺市目良24-1
☎ 0739-24-2900

かんぽの宿 大和平群
奈良県生駒郡平群町上庄2-16-1
☎ 0745-45-0351

かんぽの宿 有馬
兵庫県神戸市北区有馬町1617-1
☎ 078-904-0951

かんぽの宿 奈良
奈良県奈良市二条町3-9-1
☎ 0742-33-2351

かんぽの宿 彦根
滋賀県彦根市松原町3759
☎ 0749-22-8090

かんぽの宿 赤穂
兵庫県赤穂市御崎883-1
☎ 0791-43-7501

※かんぽの宿利用提携カードをチェックイン時に必ずご提示ください。
　割引対象外の期間、プラン等がございます。ご予約・詳細はご希望の宿にお問い合わせください。

外観

24,000円～
1室2名様以上利用お1人様1泊2食

淡路島
３年とらふぐ

プラン淡路島の冬の味覚
※1室あたりのご利用人数、利用日、お部屋タイプにより料金が異なります。
その他、各種プランもございます。  詳しくは当宿へお問い合わせください。

【ご注意】 ●掲載の写真・イラストはすべてイメージです。 ●宿泊料金には消費税・入湯税（150円）が
含まれております。 ●各種割引・クーポン券との併用はできません。 ●暴力団関係者等反社会的勢力
の利用をお断りします。 ●入れ墨（タトゥー）をしているお客さまは、他のお客さまから入れ墨（タトゥー）
が見えない状態でのご利用をお願い申しあげます。

各種宿泊プランございます

瀬戸内の海の幸と絶景を望む温泉リゾートホテル

新型コロナウイルス感染症予防対策に取り組んでいます。

明石大橋をＥＴＣ割引を利用してお気軽に当宿へお越しください

販 売 期 間

①1泊2食以上のプランご利用で1,000円分の館内利用券
プレゼント!（お1人様に1枚）
②淡路島玉ねぎスープ1袋プレゼント!（お1人様に1つ）
ご予約時に「KOBEシニアクラブを見た」とお申し込みください。

※追加飲食・売店お土産購入にお使いいただけます。
神戸市老人
クラブ連合会
会員特典

船の形の
お洒落な建物

2022年

～2月28日

要予約
3日前
まで

　078-743-8100　　http://kobe-sc.org
　078-743-8103
TEL
FAX

HP神戸市シルバーカレッジ事務局

１月17日（月）～１月28日（金）
区役所、区文化センターなどで配布（無料）
健康ライフ、国際交流・協力、生活環境各コース：年額70,000円
総合芸術コース（美術・工芸、音楽文化、園芸、食文化各専攻）：年額77,000円
＊これ以外に材料費等は別途実費負担があります
6,000円

願 書 受 付 期 間
学生募集案内配布
募集コース・受講料

入 学 金

願 書 受 付 期 間
学生募集案内配布
募集コース・受講料

入 学 金

●
●
●

●

●
●
●

●

※詳しくは学生募集案内
をご覧ください。お問
い合わせは事務局まで
※この事業は、令和４
年度神戸市一般会計
予算の成立を前提に
行うものです。

令和４年度 神戸市シルバーカレッジ神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神戸神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神神戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸市市市戸戸戸戸戸戸戸戸市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市シシシシシシシシシ市市市市市市シシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシルルルルルルルルルルルルルルルルシシシシシシシルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルババババババババババババババババババババルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルババババババババババババババババババババババババババババババババババババババババーーーーーーーーカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッジッッッッッッッッジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジ神戸市シルバーカレッジ 学生募集 調
停
手
続
相
談
無
料

　

交
通
事
故
・
金
銭
・
土
地
建
物
・
近
隣

関
係
・
家
庭
内
の
夫
婦
関
係
・
相
続
な

ど
で
お
困
り
の
方
に
調
停
委
員
が
調
停

の
メ
リ
ッ
ト
や
手
続
き
に
つ
い
て
無
料

で
相
談
に
応
じ
ま
す
。
予
約
不
要
。

日
時

２
月
19
日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後
４

時（
受
付
：
午
後
３
時
30
分
終
了
）

場
所

神
戸
市
勤
労
会
館
（
神
戸
市
中

央
区
雲
井
通
５
丁
目
１
―
２
）

主
催

兵
庫
県
調
停
協
会
（
担
当
：
神

戸
調
停
協
会
）

相
談
担
当
者

民
事
調
停
委
員
お
よ
び

家
事
調
停
委
員（
弁
護

士
を
含
む
）

問
合
せ
先

神
戸
調
停
協
会
（
神
戸
簡

易
裁
判
所
内
）
☎
０
７
８

―
３
４
１
―
７
５
２
１

（
内
線
４
６
３
０
）

区
老
連
だ
よ
り

区
老
連
だ
よ
り

日
帰
り
旅
行

西
区
老
連

　

当
区
老
連
で
は
毎
年
秋
の
終

り
に
、
バ
ス
一
泊
旅
行
を
実
施

し
て
き
ま
し
た
。
令
和
２
年
は

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
関
係
で
、

中
止
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま

し
た
。

　

毎
年
の
旅
行
を
楽
し
み
に
し

て
い
る
方
も
多
く
、
本
年
は
ど

う
す
る
か
９
月
初
め
よ
り
役
員

会
で
協
議
し
た
と
こ
ろ
、
一
泊

旅
行
は
困
難
、
日
帰
り
旅
行
を

行
う
こ
と
で
意
見
が
ま
と
ま

り
、
旅
行
社
と
相
談
。
行
く
先

は
県
内
、
募
集
人
員
400
名
余
と

決
定
し
ま
し
た
。
お
り
し
も
緊

急
事
態
宣
言
が
解
除
と
な
り
、

ど
の
く
ら
い
の
参
加
人
数
と
な

る
か
見
通
し
も
明
る
く
な
り
ま

し
た
。

11
月
初
め
に
は
参
加
者
数
600

名
余
と
の
情
報
が
入
り
ま
し

た
。
日
頃
の
外
出
規
制
の
反
動

と
、
ク
ー
ポ
ン
利
用
に
よ
り
参

加
費
が
当
初
予
定
額
の
３
分
の

２
の
５
０
０
０
円
と
安
価
に
で

き
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

当
日
は
、
バ
ス
15
台
、
総
勢

560
名
の
参
加
と
な
り
、
山
陰
海

岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館
見
学
↓
浜

坂
港
海
産
物
魚
市
場
で
の
昼

食
・
買
物
↓
余
部
鉄
橋
の
見

学
と
県
内
北
部
を
回
り
ま
し

た
。
ジ
オ
パ
ー
ク
・
余
部
鉄

橋
で
は
、
冬
の
日
本
海
側
特

有
の
小
雨
に
あ
い
、
美
し
い

景
色
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
帰
路
の
バ
ス
上
部
棚

は
土
産
で
い
っ
ぱ
い
で
し

た
。
各
地
区
か
ら
出
発
の
バ

ス
到
着
に
合
わ
せ
て
見
学
・

食
事
と
、
今
ま
で
に
な
か
っ

た
楽
し
い
一
日
の
バ
ス
旅
行

で
し
た
。

２
年
振
り
の

健
康
増
進
事
業

兵
庫
区
老
連

　

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
昨
年
度

は
計
画
し
て
い
た
行
事
が
ほ
と

10
月
14
日
（
木
）、
王
子
ス

タ
ジ
ア
ム
で
、
秋
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

９
月
末
ま
で
の
緊
急
事
態

宣
言
で
、
区
老
連
の
活
動
が

で
き
ず
、
久
し
振
り
の
区
主

催
の
大
会
と
な
り
、
会
場
に
は

多
く
の
会
員
が
集
ま
り
ま
し

た
。

　

絶
好
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の

中
の
大
盛
況
と
な
っ
た
大
会
の

結
果
は
下
表
の
通
り
と
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
王
子
ス
タ
ジ
ア
ム
で

は
、
定
期
的
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
教
室
を
開
催
し
て
い
ま

す
。

　

講
師
に
杉
谷
美
和
子
氏
を
お

迎
え
し
、
体
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

秋
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

中
央
区
老
連

順　位 氏　名 クラブ名
優　勝 杉野喜久子 ふきあい寿会
準優勝 高土　隆輔 パークシティむつみ会
第３位 美野　清志 つつわ会
第４位 神田　正子 エバーグリーン寿会
第５位 石田　陽一 つつわ会

ル
フ
を
忘
れ
ぬ
よ
う
、
ま
た

よ
り
一
層
の
技
術
の
向
上
に

精
進
し
て
い
ま
す
。

大会結果 ん
ど
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
コ
ロ
ナ
感
染
が
少
し
弱

ま
っ
た
10
月
22
日
（
金
）
に

三
宮
の
ラ
ウ
ン
ド
ワ
ン
で
ボ

ウ
リ
ン
グ
大
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

７
階
の
フ
ロ
ア
を
貸
切

り
、
１
レ
ー
ン
３
名
ず
つ
で

参
加
者
40
名
が
熱
戦

を
繰
り
広
げ
ま
し

た
。
例
年
80
名
く
ら

い
で
実
施
し
て
い
ま

し
た
が
、
会
場
の
都

合
で
参
加
者
を
半
数

に
絞
り
、
男
女
別
に

優
勝
以
下
各
賞
を
多

数
設
け
て
、
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
当
日
の
成

績
順
位
で
上
位
13
名

が
12
月
14
日
（
火
）
開

催
の
市
老
連
ボ
ウ
リ

ン
グ
大
会
に
出
場
し

ま
し
た
。

第691号 毎月１回発行 （２）令和４年１月10日（月曜日）ＫＯＢＥシニアクラブ



一般社団法人 神戸市老人クラブ連合会
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1078-341-8507 5078-341-8524
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ク
ラ
ブ
だ
よ
り

ク
ラ
ブ
だ
よ
り

北
区　

山
の
街
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

畑
山　

輝
雄

〝
さ
つ
ま
芋
〞ほ
り

　

山
の
街
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

恒
例
の
〝
さ
つ
ま
芋
〞
ほ

り
を
11
月
６
日
（
土
）、

好
天
に
恵
ま
れ
午
前
９
時

よ
り
「
や
き
も
ち
地
蔵
さ

ん
」
の
近
く
の
「
猪
こ
ろ

び
フ
ァ
ー
ム
」
で
開
催
し

ま
し
た
。
ヨ
チ
ヨ
チ
歩
き

の
チ
ビ
ち
ゃ
ん
か
ら
小
学

２
〜
４
年
生
ぐ
ら
い
の
子

ど
も
達
約
35
名
に
加
え
、

老
若
男
女
20
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

会
員
の
手
ほ
ど
き
で
小
さ

な
ス
コ
ッ
プ
を
手
に
奮
闘

し
、
１
株
300
円
た
だ
し
２

㌔
を
保
証
。
大
き
な
〝
さ

つ
ま
芋
〞
が
連
に
な
っ
て

大
歓
声
が
あ
が
り
、
今
年

は
豊
芋
で
大
人
達
も
大
喜

び
で
し
た
。

　

ま
た
、
野
菜
コ
ー
ナ
ー

を
併
設
し
、
大

根
・
ほ
う
れ
ん

そ
う
・
小
松

菜
・
人
参
・
な

す
・
か
ぼ
ち
ゃ

等
々
が
、
あ
っ

と
い
う
間
に
完

売
し
ま
し
た
。

帰
り
道
は
急
な

上
り
坂
で
神
鉄

山
の
街
駅
ま
で

バ
ス
で
送
迎
、

皆
さ
ん
笑
顔
で

大
喜
び
で
し

た
。
来
年
も
ガ

ン
バ
ル
ゾ
‼

　

令
和
３
年
度
モ
デ
ル
活

動
事
業
で
新
し
い
健
康
づ

く
り
、太
極
拳「
カ
ン
フ
ー

体
操
」
を
選
び
ま
し
た
。

　

灘
南
部
和
光
会
の
地
域

は
Ｊ
Ｒ
摩
耶
駅
南
側
、
西

灘
小
学
校
周
辺
で
、
西
灘

公
園
・
求お

と
め女
塚づ

か

西
公
園

が
あ
り
、
屋
外
活
動
に

恵
ま
れ
て
お
り
、
会
員

数
は
114
名
の
ク
ラ
ブ
で

す
。

　

当
ク
ラ
ブ
は
自
治
会
・

ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
と
共
同
で
午
前
９

時
に
ラ
ジ
オ
体
操
を
週
２

回
（
水
曜
日
と
金
曜
日
）

40
数
名
が
集
ま
り
、
健
康

づ
く
り
に
励
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
太
極
拳
ク
ラ

ブ
を
４
年
前
に
結
成
し
、

現
在
も
15
名
が
太
極
拳
を

続
け
て
い
ま
す
。

　

ラ
ジ
オ
体
操
を
始
め
る

前
に
、
健
康
づ
く
り
で

「
24
式
太
極
拳
」
を
行
い

ま
す
。
周
り
の
方
も
見
よ

う
見
ま
ね
で
太
極
拳
を
す

る
方
が
増
え
て
き
ま
し

た
。
そ
の
後
、
ラ
ジ
オ
体

操
第
一
・
第
二
が
始
ま
り

ま
す
。

　

今
後
の
太
極
拳
ク
ラ
ブ

に
「
カ
ン
フ
ー
体
操
」
を

取
り
入
れ
、
こ
の
公
園
で

「
健
康
づ
く
り
を
続
け
て

い
き
た
い
」
と
思
い
、

「
モ
デ
ル
活
動
事
業
」
を

申
し
込
み
ま
し
た
。
太
極

拳
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
に

対
し
て
「
カ
ン
フ
ー
体

操
」
の
ビ
デ
オ
等
で
説
明

し
、
練
習
の
準
備
に
入
り

ま
し
た
。
９
月
に
予
定
さ

れ
て
い
る
灘
区
老
連
行
事

の
「
演
芸
の
つ
ど
い
」
に

出
演
し
全
員
が
ス
テ
ー
ジ

に
上
が
る
こ
と
を
目
標
に

練
習
日
を
増
や
し
、
太
極

拳
の
練
習
着
を
揃
え
て
、

練
習
に
励
み
ま
し
た
。

「
24
式
太
極
拳
」
は
何
年

続
け
て
も
難
し
い
も
の
で

す
。
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
合
わ

せ
て
の
練
習
で
す
。
そ
の

他
、「
練
功
18
法
」「
カ
ン

フ
ー
体
操
第
一
・
第
二
」

を
含
ん
で
、
１
時
間
半
、

み
ん
な
熱
心
で
す
。
自
治

会
館
の
一
室
を
借
り
、
広

く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
密

に
な
ら
な
い
よ
う
に
窓
も

全
開
に
し
て
練
習
を
重
ね

る
う
ち
に
、
８
月
後
半
に

な
る
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
が
拡
大
し
、

「
演
芸
の
つ
ど
い
」
が
中

止
と
な
り
ま
し
た
。
目
標

に
し
て
練
習
し
て
き
た
メ

ン
バ
ー
も
、
コ
ロ
ナ
に
は

か
な
わ
な
い
と
い
う
よ
う

な
感
じ
で
し
た
。

　

９
月
中
は
緊
急
事
態
宣

言
が
発
出
さ
れ
て
、
会
館

の
使
用
が
で
き
ず
、
屋
外

で
練
習
を
行
っ
て
い
る
よ

う
な
状
況
で
す
。「
カ
ン

フ
ー
体
操
第
一
・
第
二
」

が
完
成
す
れ
ば
メ
ロ
デ
ィ

ー
に
乗
せ
て
ス
テ
ー
ジ
・

老
人
ホ
ー
ム
等
で
披
露
で

き
れ
ば
と
、
頑
張
っ
て
練

習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

須
磨
区　

松
尾
新
生
ク
ラ
ブ

新
原　

和
子

活
動
に
つ
い
て

　

当
ク
ラ
ブ
は
、
昭
和
54

年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

発
足
当
時
の
会
員
は
80
名

で
し
た
。
一
時
は
減
少
し

ま
し
た
が
、
現
在
は
や
や

持
ち
直
し
て
36
名
で
す
。

ク
ラ
ブ
活
動
は
、
カ
ラ
オ

ケ
・
舞
踊
・
俳
句
な
ど
を

し
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
子
ど
も
達
と
の

交
流
と
し
て
、
敬
老
の
日

に
保
育
園
児
が
来
所
し
、

踊
り
や
歌
を
楽
し
ま
せ
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
小
学

生
と
は
当
ク
ラ
ブ
か
ら
松

尾
小
学
校
へ
出
か
け
て
い

き
、「
昔
の
話
教
室
」、

「
昔
の
遊
び
教
室
」
を
行

っ
て
い
ま
す
。
中
学
生
と

の
交
流
は
「
ト
ラ
イ
や

る
・
ウ
ィ
ー
ク
」
が
メ
イ

ン
で
す
。

　

年
間
行
事
は
、
誕
生

会
・
新
年
会
・
長
寿
を
祝

う
会
で
す
。
会
員
の
楽
し

み
は
、
カ
ラ
オ
ケ
・
麻

雀
・
詩
吟
・
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
で
す
。

　

現
在
の
皆
の
関
心
は
ス

マ
ホ
で
す
。
最
近
、「
ふ

れ
ま
ち
の
ス
マ
ホ
教
室
」

が
当
セ
ン
タ
ー
で
始
ま

り
、
必
死
で
勉
強
し
て
い

ま
す
。
お
か
げ
で
頭
の

中
は
パ
ニ
ッ
ク
状
態
で

す
。

　

緊
急
事

態
宣
言
も

解
除
さ

れ
、
楽
し

み
だ
っ
た

お
し
ゃ
べ

り
と
お
茶

の
会
が
ま

た
始
ま
り

そ
う
で
楽

し
み
に
し

て
い
ま

す
。

灘
区　

灘
南
部
和
光
会

小
谷　

辰
次

モ
デ
ル
活
動
事
業

太
極
拳
で
健
康
づ
く
り「
カ
ン
フ
ー
体
操
」
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高速神戸駅

神戸地方裁判所

三井住友銀行

クリスタル
タワー

阪神高速阪神高速

地下鉄海岸線

みなと銀行
湊川神社

バス
ターミナル

至
大
阪

JR
神
戸
駅ココ 地下鉄

ハーバー
ランド駅

丁寧にお話をお聞きします。
安心してご相談ください。

予約

弁護士  津田和之
兵庫県弁護士会所属

短　
　

歌

花
山
短
歌
会
（
北
）

山
燃
え
て
風
も
冷
た
く
秋

進
む
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
人
よ

く
行
き
か
う

礒
元
カ
ヨ
子

り
ん
ご
む
く
音
の
か
す
か

に
冬
の
厨
切
れ
ず
に
剥む

け

て
い
い
事
あ
り
そ
う

船
崎
め
り
子

花
山
の
歌
会
を
知
り
て

十
三
年
短
歌
は
我
の
大
き

い
支
え
に

山
田
加
壽
代

■
個
人

啄
木
も
久
し
き
中
也
に
ヴ

ェ
ル
レ
ー
ヌ
新
た
に
知
る

や
お
家
時
間
よ

（灘）
上
田　

節
子

墓
参
り
息
子
の
車
で
ふ
る

さ
と
に
亡
き
父
母
に
会
い

嬉
し
い
涙
（灘）
酒
井　

郁
美

去こ

年ぞ

今
年
蕎そ

麦ば

を
す
ゝ
り

て
除
夜
の
鐘
昇
る
朝
日
は

復
興
の
年
に（中）

水
口　

敏
子

生
き
ま
し
た
夫
が
逝
っ
て

20
余
年
孫
子
と
集
い
焼
肉

ミ
ン
ト
神
戸（兵）

大
賀　

清
子

そ
れ
ぞ
れ
が
三
角
に
な
り

丸
く
な
り
気
儘
放
題
シ
ャ

ネ
ル
に
は
ま
る

（北）
眞
木
香
代
子

コ
ー
ヒ
ー
の
香
り
芳か

ん
ば

し
元

町
の
カ
フ
ェ
で
久
々
友
と

雑
談

（須）
江
口　

啓
子

読
み
か
け
の
本
を
め
く
り

て
秋
の
風
そ
ろ
り
は
い
行

く
畳
み
の
上
を

（西）
秋
山
シ
ズ
ヱ

頭
上
よ
り
甘
き
香
り
に
見

上
げ
れ
ば
金
木
犀
の
黄
色

き
実
な
る

（西）
古
西　

澄
子

新
春
の
寒
げ
い
こ
に
立
会

い
し
気
合
い
を
入
れ
た
声

か
け
を
す
る（西）

瀬
尾
省
二
郎

ひ
ら
き
た
る
花
と
香
り
を

そ
の
ま
ま
に
ふ
わ
り
咲
か

せ
る
月
花
美
人
酒

（西）
松
浦　

妙
子

川　
　

柳

桂
木
ひ
ふ
み
会
（
北
）

愛
惜
と
コ
ロ
ナ
ま
み
れ
の

干
支
飾
り

荒
木　

宗
久

ウ
エ
ス
ト
ゴ
ム
慣
れ
て
し

ま
う
と
際
限
無
く

上
原
み
な
み

月
日
の
早
さ
花
も
愛
で
ず

に
年
の
暮
れ
京
念
久
美
子

空
気
澄
む
天
体
シ
ョ
ー
の

月
明
か
り

笹
岡　

淑
子

雲
一
つ
な
い
空
生
き
て
い

る
喜
び

杉
尾　

悦
子

寂
聴
さ
ん
白
寿
ご
え
の
チ

ャ
ー
ミ
ン
グ

大
和
ケ
ン
ト

筑
栄
会
（
北
）

介
護
者
を
支
援
す
る
我
鏡

見
る

か
ほ
う

行
革
で
ハ
ン
コ
廃
止
も
コ

ロ
ナ
で
パ
ー

三
茶

紅
葉
を
な
が
め
一い

っ

服ぷ
く

有
馬

の
湯

ヨ
シ

山
紅
葉
負
け
ず
に
我
も
変

身
す

と
き
子

寒
さ
増
し
愛
猫び

ょ
う

ふ
た
つ
抱

え
込
む

と
し
こ

世
界
地
図
ひ
ろ
げ
て
見
る

と
脳
ト
レ
に

ま
り
子

テ
レ
ビ
欄
今
日
の
一い

ち

日
支

配
さ
れ

ま
さ
こ

■
個
人

成
人
式
伴
侶
に
合
う
は
何

時
な
の
か
（東）
増
田　

芳
之

楽
し
め
た
二
月
の
一
句
で

筆ふ
で

終し
ま

い

（中）
あ
さ
と
し

先
ず
は
聞
く
何
並
ん
で
は

る
？
年
の
巧（北）

植
田
き
み
子

も
ど
か
し
い
そ
う
語
る
人

お
く
ゆ
か
し

（北）
か
ん
い
ち

初
夢
は
フ
ラ
イ
・
ミ
ー
・

ト
ゥ
・
ザ
・
ム
ー
ン

（北）
北
野　

利
一

始
ま
り
は
観
光
船
で
来
た

コ
ロ
ナ

（北）
宮
内
美
栄
子

女
医
さ
ん
に
ほ
め
ら
れ
ご

機
嫌
お
じ
い
ち
ゃ
ん（北）

竜
太

八
十
路
過
ぎ
「
ラ
イ
ン
」

と
や
ら
の
友
と
な
り

（長）
藤
原　

道
彌

若
作
り
し
て
も
お
肌
は
正

直
よ

（垂）
小
髙　
　

肇

お
雑
煮
は
密
の
時
だ
け
召

し
上
が
り
（西）
萩
原　

浩
一

干
柿
で
我
家
の
ベ
ラ
ン
ダ

赤
の
れ
ん
（西）
藤
長　

文
子

招
く
菊
み
な
の
笑
顔
が
見

た
く
っ
て

（西）
松
井　

文
子

へ
な
ぶ
り

冬
至
湯
に
一
時
五
時
九
時

夫
々
に
生
活
リ
ズ
ム
チ
グ

ハ
グ
タ
ー
ン（北）

清
水　

久
子

俳  
句
投
句　

九
一
句

掲
載　

八
二
句

梅
苑
句
会
（
東
）

錦
秋
の
庵
寂じ

ゃ
く

寂じ
ゃ
く

と
尼
や
逝

く

時
枝
千
穂
子

渋
柿
を
吊
す
む
こ
う
に
故

郷
あ
り

山
田
し
づ
子

友
逝
き
て
淋
し
き
秋
の
陽

の
ひ
か
り

藤
綱　

孝
子

秋
夕
焼
三
阡
歩
の
足
賞
め

や
り
て

深
沢　

清
子

宝
愛
句
ら
ぶ
（
中
）

行
く
秋
に
ひ
と
し
お
老
い

を
感
じ
た
り

和
子

創
作
の
木
の
実
拾
ふ
や
道

つ
づ
く

悦
子

行
く
秋
の
来
年
こ
そ
と
旅

マ
ッ
プ

千
枝
子

吟
行
の
里
山
歩
き
秋
過
ぐ

る

道
子

行
く
秋
や
帰
れ
ぬ
定
め
二

重
橋

丘

手
に
一
杯
ど
ん
ぐ
り
集
め

競
う
児
等

和
志

木
の
実
落
つ
耳
に
楽
し
き

座
禅
か
な

哲
男

移
り
行
く
巷
の
風
情
鰯
雲

啓
臣

梅
の
美
会
（
兵
）

甘
噛
み
の
強
き
猫
い
る
冬

座
敷

岡
田
富
早
恵

廃
屋
に
赤
く
熟
し
た
烏か

ら
す

瓜う
り

藤
田
ユ
イ
子

ぱ
ら
ぱ
ら
と
松
葉
が
落
ち

る
庭
手
入
れ

山
口　

茂
子

こ
れ
よ
り
は
テ
レ
ビ
の
時

間
ひ
ざ
毛
布

粟
野　

富
江

冬
支
度
衣い

桁こ
う

に
残
る
シ
ャ

ツ
一
枚

山
田　

朝
子

乱
れ
菊
自
在
に
咲
い
て
垣

根
越
し

藤
井　

歌
子

大
輪
の
菊
美
し
き
相
楽
園

春　
　

次
子

干
し
柿
の
す
だ
れ
連
ね
て

里
景
色

林　
　

靜
野

青
葉
ク
ラ
ブ
（
北
）

水
鏡
割
る
ご
と
沼
に
木
の

実
落
ち

馬
場
み
つ
え

か
の
人
は
偉
業
顕
著
や
文

化
の
日

山
本　

恒
雄

病
院
の
バ
ス
待
つ
角
や
金

木
犀

前
川　

弘
子

高
原
さ
さ
ゆ
り
会
（
北
）

新
春
や
鴇と

き

の
番
の
飛
翔
せ

る

て
る
子

虫
の
音
や
な
が
ら
読
書
で

床
に
つ
き

山
下　

久
一

み
て
み
て
と
フ
ェ
ン
ス
越

え
た
る
コ
ス
モ
ス
た
ち

南　

久
美
子

箸
進
む
酒
宴
の
脇
役
柚
子

胡
椒

佐
藤
か
な
め

七
種
粥
味
も
円
や
か
年
お

ん
な

若
林　

節
子

秋
遍
路
思
い
た
ち
た
る
風

の
朝

松
村
二
三
枝

ひ
ま
わ
り
句
会
（
北
）

天
を
突
く
皇
帝
ダ
リ
ア
開

花
待
つ

辻　

寿
賀
子

徐
行
し
つ
走
る
丹
波
路
冬

紅
葉

石
井　

敏
子

ひ
よ
ど
り
台
句
会
（
北
）

駅
ホ
ー
ム
千
個
の
干
柿
つ

る
さ
れ
し

塩
見　

光
子

閃せ
ん

閃せ
ん

と
落
日
の
海
鳥
渡
る

田
中　

弘
子

三
年
は
生
き
る
つ
も
り
で

日
記
買
う

筒
井　

豊
子

子
も
五い

十そ

路じ

話
濃
く
な
る

星
月
夜

中
井　

光
子

杖
の
歩
に
合
わ
す
歩
巾
や

落
葉
道

矢
谷
登
美
子

北
斗
句
会
（
北
）

た
な
う
ら
に
磨
ぎ
汁
流
す

秋
の
暮

金
行　
　

隆

厳お
ご
そ

か
な
祝の

り
と詞
に
欠あ

く
び伸
七
五

三

岸
下　

庄
二

ス
ニ
ー
カ
ー
ブ
ー
ツ
ヒ
ー

ル
に
紅
葉
散
る藤

井
久
美
子

天
平
の
螺ら

鈿で
ん

細ざ
い

工く

や
文
化

の
日

脇
坂
有
多
子

散
り
紅
葉
川
床
深
し
ね
ね

の
橋

秋
山　

弘
之

一
匙
の
お
ろ
し
り
ん
ご
や

母
を
抱
く

増
田　

嗣
夫

語
り
部
が
一
節
聞
か
す
文

化
の
日

北
条　

幸
夫

菊
芋
の
掘
り
上
げ
日
和
小

六
月

松
本　

洋
子

散
紅
葉
古
寺
の
天
空
現
は

る
る

黒
田　

久
江

虚
子
館
や
桂
紅
葉
の
散
る

ベ
ン
チ

久
松　

礼
子

正
座
し
て
こ
の
凶
作
の
紅

葉
見
る

祇
園　

明
敏

福
寿
草
句
会
（
須
）

新
酒
酌
み
昭
和
に
浸
る
旧

仲
間

林　
　

慎
一

手
ひ
ね
り
の
揃
ひ
の
猪
口

の
新
酒
か
な

岩
田
美
代
子

新
酒
先
づ
神
饌
と
し
て
拝

殿
に

上
原　

綾
子

友
の
情
新
酒
に
込
め
て
荷

の
届
く

松
下
修
二
郎

新
酒
提
げ
ど
ん
と
置
き
た

る
左
利
き

藤
田　

栄
一

故
郷
の
歌
も
懐
か
し
赤
と

ん
ぼ

髙
見
希
豫
子

多
聞
台
と
き
わ
会
文
芸
部
（
垂
）

砂さ

塵じ
ん

舞
い
凩

こ
が
ら
し

一
号
来
た

り
し
か

大
畑
留
理
子

木
枯
の
中
泣
き
顔が

お

の
母
と

い
く

中
村
佳
代
子

軽
ト
ラ
に
満ま

ん

載さ
い

の
大
根
艶な

ま
め

か
し

久
下　

順
司

寄
り
道
の
コ
ン
ビ
ニ
大
根

独
り
酒

樋
山　

隆
夫

木
枯
や
別
れ
し
人
の
背せ

は

丸ま
る

く

山
本
雄
二
郎

昆こ
ん

布ぶ

巻
き
ぶ
り
大
根
に
母

想
ふ

木
村　

敏
博

き
ら
く
句
会
（
西
）

傷
心
も
仕
舞
ふ
抽
斗
十
三

夜

森
本　

珠
実

暮
早
し
玻
璃
戸
に
犬
の
不

安
顔

山
本
ス
ミ
子

二
年
経
て
雑
木
黄
葉
の
再

診
日

大
橋　

治
子

秋
夜
長
グ
ラ
ス
片
手
に
詰

将
棋

喜
田　

弘
征

空
澄
て
淡
路
を
望
む
墓
地

に
立
つ

阪
本　

道
子

一
万
歩
目
指
し
千
歩
で
日

向
ぼ
こ

田
野　

湯
仙

文
芸
欄

文
芸
欄

　

昨
年
一
年
間
は
コ
ロ

ナ
騒
ぎ
で
、
老
人
ク
ラ

ブ
の
行
事
も
ほ
と
ん
ど

出
来
て
い
ま
せ
ん
。

　

今
年
は
ど
う
な
る
で

し
ょ
う
か
。
高
齢
者
同

士
の
集
い
。
ス
ポ
ー
ツ

や
旅
行
な
ど
。
再
開
し

て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　

待
っ
て
い
ま
す
。

あ
と
が
き

月
が
丘
む
つ
み
会
（
西
）

落
葉
ふ
む
朝
の
散
歩
径じ

気

も
晴
れ
し

藤
森　

勝
子

暮
れ
懸
る
秋
の
山
染
め
大

落
暉

川
上　

富
範

実
を
一
つ
残
し
て
木
々
は

冬
め
き
ぬ

武
井　

勇
二

■
個
人

紅
葉
燃
ゆ
お
顔
輝
く
阿
弥

陀
像

（灘）
都
倉　

知
子

紙
で
切
る
傷
の
深
さ
や
寒

椿

（灘）
山
上　

幸
子

大
家
族
偲
び
つ
ひ
と
り
秋

刀
魚
焼
く
（中）
延
吉　

富
子

元
気
か
と
朝
の
テ
レ
フ
ォ

ン
祖
母
の
声（北）

江
田　

正
子

明
る
さ
を
招
き
し
墓
苑
冬

紅
葉

（北）
竹
村　

良
子

昨
夜
雨
を
吸
ひ
て
枯
葉
の

ま
た
寂
び
ぬ（須）

高
橋　

純
子

ト
ン
ネ
ル
の
先
は
吊
橋
紅

葉
燃
ゆ

（須）
福
本　

和
恵

金
木
犀
手
繰
る
香
失
せ
て

う
ら
悲
し

（垂）
大
上　

昭
敏

晩
秋
の
夕
日
真
っ
赤
に
沈

む
丘

（垂）
藤
田　

恵
子

離
宮
苑
追
ふ
眼
ざ
し
に
冬

の
蝶

（垂）
山
田
と
し
ゑ

冬
晴
間
残
る
月
日
の
軽
さ

か
な

（西）
小
幡
美
沙
子

夕
暮
れ
に
田
ん
ぼ
の
煙
秋

深
し

（西）
芝
田　

律
子

放
棄
畑
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
や

花
の
宴

（西）
寺
岡　

洋
子

行
く
秋
を
惜
し
む
が
如
く

蜻
蛉
飛
ぶ

（西）
水
澤　
　

清
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